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「秋
の
運
動
会
」に
向
け
て

新
潟
県
の
小
学
校
は
、春
に
運
動
会
を
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
。今
年
度
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
、「
秋
に
運
動
会
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、子
ど
も
た
ち
は
、秋
の
運
動
会
に
向
け
て
、日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

運
動
会
と
言
え
ば
「
徒
競
走
」
は
、ど
の
子
ど
も
も
通
る
関
門
の
一
つ
で
す
。「
徒
競
走
で

速
く
走
り
た
い
！
」
と
思
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
多
い
と
思
い
ま
す
。最
近
で
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
運
動
会

速
く
走
る
コ
ツ
」
な
ど
と
検
索
す
れ
ば
、た
く
さ
ん
の
サ
イ
ト
が
開
設

さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

と
こ
ろ
で
、毎
朝
、子
ど
も
た
ち
の
登
校
の
様
子
を
見
て
い
て
、気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
こ
と
を
、先
日
、毎
日
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
登
校

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
区
の
健
康
推
進
委
員
の
方
か
ら
も
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
こ
と
な
ど
な
い
の
に
、全
く
同
じ
こ
と
を
、私
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
は
、心
の
中
で
考
え
て
い
た
の
で
す
。二
人
が
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、「
子
ど
も

た
ち
が
歩
く
と
き
に
、足
を
真
っ
す
ぐ
に
着
地
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
子
が
少
な
く

な
い
」
と
い
う
点
で
す
。左
の
図
で
説
明
す
る
と
、上
の
四
足
分
は
真
っ
す
ぐ
着
地
し
て
い

ま
す
が
、中
段
の
四
足
分
は
外
側
、下
段
の
四
足
分
は
内
側
に
つ
ま
先
が
二
十
度
ほ
ど
外

側
を
向
い
て
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
机
上
の
試
算
で
す
が
、靴
の
サ
イ
ズ
が
二
十
二
㎝
の
場
合
、真
っ
す
ぐ
着
地

す
る
よ
り
も
十
度
外
側
あ
る
い
は
内
側
に
向
く
と
、
一
歩
に
つ
き
約
五
㎜

後
ろ
に
着
地

し
て
い
ま
し
た
。
五
年
生
の
算
数
の
平
均
の
学
習
で
教
科
書
で
は
、五
年
生
の
一
歩
の
歩

幅
の
平
均
を
約
五
十
㎝
で
計
算
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
当
て
は
め
る
と
、百
ｍ
を
約
二
百
歩

で
歩
き
ま
す
。一
歩
に
つ
き
五
㎜
差
が
付
く
の
で
、二
百
歩
で
は
約
一
ｍ
の
差
が
生
ま
れ
ま

す
。こ
れ
を
、先
の
運
動
会
の
徒
競
走
で
考
え
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。歩
く
場
合
と
走

る
場
合
で
は
、走
る
場
合
の
方
が
歩
幅
が
広
く
な
り
ま
す
の
で
、百
ｍ
で
二
百
歩
は
当
て
は

ま
り
ま
せ
ん
が
、足
を
真
っ
す
ぐ
着
地
す
る
場
合
と
、つ
ま
先
が
外
側
あ
る
い
は
内
側
を
向

い
て
し
ま
う
場
合
と
で
は
、同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、足
を
真
っ
す
ぐ
着
い
た
方
が
一
ｍ
ほ

ど
先
に
ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、「
運
動
会

速
く
走
る
コ
ツ
」
で
も
、足
を
真
っ
す
ぐ
に
着
地
さ
せ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
に
比
べ
、外
遊
び
の
機
会
が
減
り
、ま
た
、ゲ
ー
ム
な
ど
に
費
や
す
時
間
が
増
え
て
き

て
、子
ど
も
た
ち
の
体
を
支
え
る
力
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。日
頃
か
ら
、姿
勢
を
よ

く
す
る
、背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
す
、足
を
真
っ
す
ぐ
に
着
く
な
ど
、大
人
が
継
続
的
に
声
を

掛
け
、子
ど
も
た
ち
に
意
識
さ
せ
る
と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
「
運
動
会
で
は
、絶
対

一
位
に
な
る
ん
だ
よ
！
」
と
声
を
掛
け
る
よ
り
も
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

運
動
会
で
は
、皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
声
援
を
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

9月21日の「敬老の日」に合わせ、9月24日(水)、地域にお住まいの今年米
寿を迎えられた方々へ、4名のボランティア委員会の児童が、千羽鶴をお届けに
まいりました。その様子は、9月25日付、柏崎日報でもご紹介いただきました。
折り鶴は、子どもたちだけでなく、保護者・地域の皆様や中通コミセンのご協力
のもと折られたものです。ボランティア委員会の児童が代表して、15軒のお宅に
お届けいたしました。
子どもたちは、緊張しながらも、折り鶴をお渡ししたときのお年寄りの笑顔を見
て、「喜んでいただけてよかった」という気持ちを味わうことができました。
また、先日、地域の方から次のようなお電話をいただきました。
「先日、地域にお住まいの米寿の方のお家に所用で訪問したところ、その方が
お庭で草取りをされていました。最近は、ご高齢のためかあまり活動的ではな
かったのですが、『中通小の子どもが折り鶴を届けてくれ、もっと元気に過ごそう
という気持ちになれました。』とのことでした。」
お電話をくださった方は、中通小の子どもが、地域に元気を与える善いことをし
ているということをお伝えくださるために、わざわざお電話くださいました。早速、
子どもたちにはお電話のことを話しました。子どもたちも嬉しそうでした。中通小
は、地域の皆様にお支えいただいておりますことを、改めて実感しております。

元気を届けよう 千羽鶴渡し！



１ 留守番電話の使用開始日令和２（２０２０）年１０月１２日（月）

２ 学校が電話対応を行わない時間帯

原則として、次の時間帯は電話対応を行わず、留守番電話となりますが、業務その他の関係で変更することがあ

ります。

（１） 平日 午後６時から翌日午前７時３０分まで

（２） 土曜日・日曜日・祝日・学校休業日

終日（ただし、授業や学校行事がある場合の時間帯は、この限りではありません）

（３） 長期休業期間（春季・夏季・冬季）

午後４時４５分から翌日午前８時１５分まで

３ その他

（１） 保護者の皆様には、先日、柏崎市教育委員会作成のお手紙を配付しております。詳細はそちらにてご確認

願います。

（２） この件に関するお問い合わせは学校（℡２８－２００４ 担当：教頭）までお願いいたします。

柏崎市教育委員会は、市内全小・中学校に留守番電話を導入することを決定いたしました。導入の理由は次のと

おりです。

「昨今、教職員の長時間勤務が社会的問題となっており、本市におきましても、国の働き方改革推進の下、教職員
の多忙化解消に向けた業務の見直しを進めているところです。その中で、教職員が働き方を見直し、自らの教師力を
磨き、児童生徒により一層効果的な教育を行えるようにするために、業務時間の明確化に取り組んでいます。この一
環として、留守番電話を導入することといたしました。」

このことを受け、中通小学校では、次のように運用いたします。ご理解のうえ、ご協力のほどお願い申し上げます。

留守番電話の導入について

１０月の予定

１日（木） 市教委訪問
全校5限後放課

２日（金） １・２年生親子活動
グラウンド草取り

７日（水） クラブ
９日（金） 前期終業式
12日（月） 秋季休業

13日（火） 後期始業式
運動会予行練習

14日（水） 第1回移行学級
15日（木） 児童朝会

みずほ地区小中交流会
移動図書館

16日（金） 1・2年生給食後下校
3～6年生運動会前日準備

17日（土） 運動会
18日（日） 運動会予備日
19日（月） 運動会振替休業日

20日（火） 原子力防災訓練
21日（水） 委員会

相馬ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校
22日（木） 歯科健康教室
23日（水） ふれあいフェスタ打合せ
26日（月） 花壇整備作業（花抜き）
29日（木） 3年生親子活動
30日（金） 花壇整備作業（球根植え）

※今後の新型コロナウイルス感染予防
対策により、予定が変更になることもご
ざいます。ご承知おき願います。

【20日（火） 原子力防災訓練について】
PAZ内（原子力発電所から概ね５㎞圏内）の学校における保護者への引き渡し訓練を、柏崎市原子力災害対策本
部・柏崎市教育委員会と合同で実施します。柏崎刈羽原子力発電所で原子力災害が発生したことを想定し、児童を保
護者に引き渡す訓練です。引き渡しができない児童に関しては、柏崎市原子力災害対策本部が用意したバスに乗り、
職員とともに避難します(学校周辺をバスで回り、学校に戻ります)。
原子力災害は絶対に起きてはならないものです。しかし、福島第一原発のことを考えると、絶対に起きないとは断言で
きません。万が一の事態に備え、初めての大規模な訓練に、真剣に臨みます。


